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ペットボトルで簡単組織培養
微酸性電解水を使えば、花弁の組織培養がこんなに簡単に！

壷阪廉太朗 藤岡叶夢 川島笙寛 顧問田村 統

微酸性電解水は、長期保存
が困難なので、店舗ではあ
まり販売されていない。ネッ
ト上では入手容易。

希塩酸ではなく食塩水を
電気分解して製造する製造
機もあるので注意が必要。

ノジギクは花弁が小さい
分、生じるカルスも小さい。
開花期が11月で実験の
時期が限定されてしまう。

植物ホルモンによる脱分
化やカルス形成の実験・
観察が目的なら、通年花
屋で購入できるスプレー
菊が便利である。
また屋外で栽培され風雨

にさらされた花弁は滅菌
を丁寧にする必要がある。
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ま と め
①微酸性電解水で植物ホルモンを含有する培地を100％滅菌可能である。
②微酸性電解水を含む培地でも、100％脱分化し、カルスは形成した。

③微酸性電解水では、傷のある花弁については、十分に滅菌することができ
なかった。また、大型の花弁を滅菌するときは花弁の重なりが少なくなるよう
に容器のサイズを大きくし、一度に滅菌する花弁の量を減らす必要がある。

微酸性電解水を使えば、キク花弁の組織培養 （脱
分化とカルスの形成）のバイオ実験は容易である。

表1　次亜塩素酸ナトリウム水溶液（ハイター10倍液）による花弁の滅菌　実験日　2022.1.15

No 1 2 3 4 5 6 7 8

殺菌時間 1分 2分 3分 4分 5分 6分 7分 8分

培地の滅菌 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カルスの形成 + ++ ++ + + + + +

管理期間のコンタミ － － － － + － － －

表2　微酸性電解水による花弁の滅菌　　実験日　2022.1.15

No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

殺菌時間 3分以上 3分以上 3分以上 3分以上 3分以上 3分以上 3分以上 3分以上 3分以上 3分以上

培地の滅菌 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カルスの形成 + ++ + + + + + + ++ +++

管理期間のコンタミ － － + － － － － － + －

評価基準　管理期間中のコンタミ　　－：汚染が見られない　+：カビや細菌の汚染がある
評価基準　カルスの形成　+：形成している　++：大きく形成している　　+++：再分化が見られる
評価基準　培地の滅菌　　コンタミ無し：〇　　コンタミあり：×

冬季 2022年1月15日 実施 夏季 2022年7月18日 実施

従来組織培養実験には、ニンジンの根の形成層をもちいる方法が一般的
である。しかし実験には高価なクリーンベンチやオートクレーブを必要と
する。そこで高価な設備のない学校でもできる組織培養実験の方法を開発
した。組織培養実験にはキクの花弁が有効であることを、長崎南高校小幡
先生より教示していただき、最終的には兵庫県花ノジギクの教材化も視野
に入れて実験にとりくんだ。

実験
方法

兵庫県花ノジギクの花弁でやってみた

実 験 11月18日
写真撮影 1月 6 日


